
インターネット上の違法・有害情報の通報受付機関である「インターネット・ホットライン
センター」と、警察官をかたる不審電話が全国的に発生しています。
警察官をかたる電話については、LINEビデオ通話を使い、警察官風の格好等を見せて信用させ

個人情報やお金の振り込みを求められるため、絶対に従わないように注意をお願いします。

R6-21

サイバーセキュリティ
パートナーシップだより

サイバー犯罪相談事例

対処法と対策・相談窓口

県警ホームページにて広報資料
や動画を公開中です。

（詳しくはQRコード参照）

インターネット・ホットラインセンターや都道府県警察から不審電話を受けた

場合は、指示に従わず、相手に「所属、部署、氏名、内線番号」を確認し
警察本部や、住所を管轄する警察署に相談してください。

確認している手口（一例）

インターネット・ホットラインセンターをかたり
「あなたのクレジットカードが不正に作られ、不正に
使われているので、警察に電話を転送する」等と電話で言われる

その後、☑身分証の提示を求められる
☑氏名・生年月日・銀行口座番号等を聞かれる
☑指定した口座への振り込みを要求される
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偽物

被害に遭わないための対策

不審電話 要注意!
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警察官が公務で LINE のビデオ通話
を使うことはありません！

警察官をかたる者に電話を代わった後

LINE のビデオ通話に誘導され

偽の警察制服や警察手帳、逮捕状
等を見せられる


